
       

男
女
の
給
与
差
大
き
く 

―

格
差
解
消
へ
具
体
目
標
を 

前
号
か
ら
続
き
「
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
」

の
策
定
に
向
け
、
仲
村
未
央
が
と
ら
え
る
２
つ

目
の
課
題
は
「
給
与
格
差
」
の
問
題
で
す
。 

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
」
の
国
際
比
較
で
、
日
本
は
１
５
６

カ
国
中
１
２
０
位
。
先
進
国
で
最
下
位
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な

と
こ
ろ
に
も
解
決
す
る
べ
き
男
女
格
差
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。 

 

 

県
民
所
得
な
お
全
国
最
下
位 

沖
縄
県
内
の
男
女
間
の
給
与
を
比
較
す
る
と

男
性
１
０
０
に
対
し
、
女
性
は
６
５
の
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
復
帰
後
、
第
３
次
産
業

が
大
き
く
拡
大
し
、
パ
ー
ト
や
非
正
規
が
女
性

に
多
く
、
労
働
形
態
に
よ
る
「
待
遇
の
格
差
」

が
「
給
与
の
格
差
」
と
し
て
現
れ
る
状
況
が
長

期
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
一
人
あ
た
り
県
民
所

得
も
全
国
最
下
位
で
す
（
全
国
３
３
０
万
４
千

円
、
沖
縄
２
３
４
万
９
千
円
）。 

女
性
で
あ
れ
、
男
性
で
あ
れ
、
格
差
や
不
利

性
が
当
然
の
よ
う
に
固
定
化
さ
れ
た
ま
ま
で
は

本
来
の
活
躍
が
は
ば
ま
れ
、
所
得
の
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
で

は
、
格
差
と
貧
困
の
連
鎖
を
絶
つ
た
め
の
施
策

を
、
具
体
的
に
数
値
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

※
裏
面
に
資
料
あ
り
ま
す
。 

  

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
じ
め
ま
し
た 

日
々
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
動
画
で 

発
信
し
て
い
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

を
読
み
込
む
か
、
「
み
お
カ
フ
ェ
沖
縄 

県
議
会
」
で
検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                

み
お
の

ク
ロ
ト
ン
便
り 

いのちをあとまわしにしない政治を沖縄から。 

第１９号 

2021 年 4 月 17 日 

仲村未央 

沖縄県議会議員 

幸
せ
を
呼
ぶ
「
ク
ロ
ト
ン
」
の
よ
う
に 

つ
よ
く 

多
様
に 

の
び
や
か
に 

みおカフェ 沖縄県議会 



  
毎月勤労統計調査地方調査より 

 きまって支給する給与 総実労働時間 パートタイム労働者比率 

  計 男 女 計 男 女 計 男 女 

令和２年 219,690 267,822 173,330 136.0  152.6  120.1  30.8  16.5  44.6  

平成３１年 217,838 263,788 176,042 146.5  162.6  131.7  29.5  16.5  41.4  

平成３０年 216,176 266,574 173,371 147.7  165.1  132.7  30.7  16.4  43.1  

 （単位：円） （単位：時間） （単位：％） 

・きまって支給する給与  男：女＝１００：６４.７ 

・総実労働時間      男：女＝１００：７８.７ 

 

※女性の労働時間は男性の約８０％であるのに対し給与は６５％となっています。 

 


